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研究グループ名 
発達障害者に対するトランジション・リエゾン支援研究グループ 
（支援期間：平成 22 年度～平成 24 年度） 

大学名 所属 氏名 

富山大学 
 
 

保健管理センター 
学生支援センター 
学生支援センター 
学生支援センター 

○西村 優紀美 
吉永 崇史 
桶谷 文哲 

 水野 薫 
金沢大学 
 

大学教育開発・支援センター 
学校教育学類附属特別支援学校 

○青野 透 
山本 仁 

福井大学 
 

子どものこころの発達研究センター 
教育地域科学部 
保健管理センター 

○中井 昭夫 
三橋 美典 

 細田 憲一 
北陸先端科学技術 
大学院大学 

保健管理センター ○廣瀬 黎子 
 

 ※ 各大学の研究グループ責任者の氏名には○印。 

その他の機関 
の 構 成 員 

機   関   名 所 属 職 名 氏     名 

福井県立大学 学術教養センター 教授 清水 聡 

成果概要 

 本研究グループでは、発達障害のライフステージにおいて、①高等学校から大学、②大学
から大学院、③高等学校から就労、④大学・大学院から就労、という４つの重要な移行期にフ
ォーカスし、「トランジション・リエゾン支援」と位置づけ、その課題や支援内容とそのあり方につ
いて包括的に検討・開発、モデル構築することを目的とし、以下の研究や事業を行った。 
・ 富山大学を中心に、発達障害のある高校生を対象とした大学体験プログラムの開発・実
施、高機能自閉症スペクトラム大学生および既卒者を対象とした就業体験プログラムの開
発・実施を行い、支援における効果的なプログラム開発についての指針を明らかにした。 

・ 福井大学を中心に、発達障害の身体機能である「協調」の国際的アセスメントツールの開
発をカナダ、オランダ、英国、イスラエルとの国際共同研究により行った。更に企業等雇用側
の理解促進のための学会公開シンポジウムの開催、福井大学の研究メンバーと当事者・保
護者・支援者で設立した NPO 法人において、厚生労働省「障害者総合福祉推進事業」を受
け、当事者のニーズに基づくライフステージに沿った医療や福祉、特別支援教育等との「トラ
ンジション・リエゾン支援」に関する複数の調査研究事業を全国５県の協力を得て行った。 

・ 北陸先端科学技術大学院大学を中心に、発達障害の診断を受けている大学生・院生はも
とより、背景に発達障害を抱えながらも気づかれず、二次障害を発症後に相談室等での対
応となる事例から、各大学での共通理解の形成、気づきと支援方法について検討した。 

・ 金沢大学では、これらの取り組みを受け、文部科学省 平成 24 年度大学改革推進事業「大
学間連携共同教育推進事業」「学都いしかわ・課題解決型グローカル人材育成システムの
構築」での「障がいのある学生等を地域社会の担い手に育てる支援体制」において「障がい
学生等支援共同サポートセンター」を県内高等教育機関に設立する企画、準備に取り組
み、平成 25 年度に開設が決定された。また、同事業に関するシンポジウムを開催した。 

 これらの成果は国内・外における著書（英文１）、論文等（11、うち英文 2）、学会発表（国際
学会 6、うちシンポジスト 1、国内学会 14、うちシンポジウム講演等 4）で公表するとともに、地
域・社会還元として各種講演会・研修会等における講演（13）、公開シンポジウムを開催した。

獲得した外部

資金 

＜富山大学＞ 
・平成 23-25 年度 科研費基盤 C「発達障害のある大学生に対するコミュニケーショ
 ン教育法の開発」研究代表者：西村優紀美（3,100 千円） 

 ・平成 24-26 年度 科研費若手 B「高機能自閉症スペクトラムの人のマネジメント」
  研究代表者：吉永崇史（1,900 千円） 
＜福井大学＞ 
 ・平成 23-25 年度 厚生労働科学研究費補助金「障害者対策総合研究事業」 
   分担研究者：中井昭夫（研究代表者：神尾陽子）（35,200 千円：研究代表者一括管理） 
 ・平成 25-27 年度 科研費基盤 C「高校・大学生の発達障害における身体機能障害の
  評価・支援法の開発とデータベース構築」研究代表者：中井昭夫（3,200 千円） 
＜その他＞ 
 ・平成 24 年度 厚生労働省「障害者総合福祉推進事業」「発達障害児・者のニーズや
   ライフステージに応じたトランジション・リエゾン支援のための医療・福祉分野
  等の人材育成に関する調査」特定非営利活動法人 AOZORA 福井（8,581 千円） 
           （福井大学の研究メンバーと当事者・保護者・支援者で設立した NPO 法人）

 


